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県学力テスト及び業者委託中止、研修の強化見直しを求める要請書 
 

新型コロナウイルス感染防止のため、大変厳しい状況の中で教育の発展、教職員の勤務条

件改善のためにご尽力されていることに敬意を表します。 

さて、繰り返す感染拡大の波により、現時点においても各地域で学級、学年閉鎖等の措置

がとられて、感染への不安から登校を控える児童・生徒も一定数いると聞いています。自宅

待機を余儀なくされる教職員もおり、平常時の学校運営が難しい状況になっています。 

そのような中で、学校では安心・安全を最優先し、行事の取り組み等の見直しを行い、学

習のまとめをしている時期に、令和 4年度和歌山県学習到達度調査（中学校）の 2回実施が

公表されたことは、子どもや教職員の負担をより深刻にするものであり、決して容認できる

ものではありません。 

新年度を迎えたばかりの時期に子ども達は新しい環境に慣れる間もなくテスト対策に追

われ、教職員はリスニングなどのテスト準備に追われます。さらに 12 月実施は調査結果が

2月となっており、個々への指導にいかされるとは到底思えません。 

また、子ども達の学習データが企業に蓄積され、教材の提供と言いながら利活用されるこ

とも懸念されます。 

子ども達に全国調査に類似したテストを行い、結果をもとに復習を繰り返せば、全国調査

の順位は上がるかもしれません。しかし、文科省も警鐘を鳴らしているように、それは学力

の一部分です。テストを増やすことで順位向上を計ることは教員の授業づくりへのやる気を

削ぎ、子どもたちの学びへの意欲を失わせ学力低下を招くものです。これに大金をかけるの

であれば、保護者や教職員が願っている教職員の増員にこそ充てるべきです。 

私たちは全国調査の順位向上のための施策ではなく、子ども達が意欲や感心を高め、健や

かに成長するための施策を求めます。 

つきましては、下記について要請しますので、誠意をもって対応されるようお願いします。 

 

                   記 

 

１、 和歌山県学習到達度調査の実施を中止とすること。少なくとも中学校での回数を増

やさないこと。 

 

2、 対象教科の教職員への研修と復習教材の使用を押し付けないこと。 

以上 


